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東通村では、恵まれた大地を生かして、農家を営まれる方や趣味で家庭菜園や山菜採りをされる方

が沢山いらっしゃいます。

皆さんは、野菜の収穫時に、規格外の不思議な形をした野菜が採れた経験はありませんか？手足が

生えたような大根、腕くらいの太さのネギ、赤ちゃんの顔のようなトマト…。

今回の小話では、年末に蒲野沢地区で収穫された珍しい野菜と果物を紹介します！
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約１．２メートル！

山芋の仲間である自然薯は本来、真っ
直ぐ成長しますが、丸まった不思議な
形のものが収穫されました！

アケビ科のムベは、割るとアケビと似たを甘い果実と
種があります。

「不老長寿の実」と言われており、古来は宮中に献上さ
れてきました。果実は食用ですが、現在は庭先の観賞用
としても栽培されています。

情報提供：蒲野沢地区の方
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翁や鐘巻の能面にも見えます…！

東通村役場には沢山の課があり、沢山の人が働いています。しかし、普段過ごしていて「具体的

にどんな仕事をしているんだろう……？」と疑問に思ったことはありませんか？

このコーナーでは、東通村役場に勤めている職員とその業務について紹介していきます。

原子力対策課　原子力推進グループ

総括主査　四ツ谷　隆徳さん　入庁１１年目

「四ツ谷さんは現在どんなお仕事をされているのですか？」
東通原子力発電所について、住民の方に理解を深めてもらうために、

他地域の原子力発電所を実際に見て頂く取組やエネルギーに関する講演

会の開催、原子力情報を発信するホームページの運営など原子力に関す

る情報発信を主に担当しております。

「現在のお仕事をするうえで意識していることを教えてください！」
エネルギーに関しての講演会や原子力発電所の見学を通して、国のエ

ネルギー政策や原子力発電について興味を持って頂くことです。

やはり、自分の住む村で行われている事業はどんなことなのか、どん

な施設なのかをきちんと知って頂くことが、「原子力との共生」を目指

す当村に取って重要な事だと考え取り組んでおります。

「今後の目標を教えてください！」
１月29日（水）１5時から、「エネルギー講演会」を東通村体育館

で行いますので、まずは、その成功に向けて準備を進めたいと思います。

平日の夕方開催となりますが、お時間の許す方には是非ご参加頂きま

すようよろしくお願いいたします。 写真（右）


